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６月１８日（水）全校道徳、全校児童が集まる朝会でスライドと映像を使いながら皆で考えました。   

内容は「困難に直面した時にどうするか、仲間との絆、結果よりも過程」～陸上競技選手、桐生祥秀

（きりゅうよしひで）選手の彦根南中学校、陸上競技部時代のリレー物語～ 

日本人として初めて１００ｍ９秒台（９．９８秒）を記録した桐生祥秀選手、２０１６年のリオオリンピッ

クでは４×１００ｍリレーで世界２位の銀メダルを手にしました。その快挙の裏には、中学生時代に経

験した忘れられない出来事がありました。 

桐生選手が彦根南中学校３年生の時（１５年前）、仲間とともに４×１００ｍリレーで全国優勝を目指

していました。県大会・近畿大会を優勝し、ついに鳥取全国大会の決勝進出を果たしたその時・・・・・・

準決勝のレースでゴール直後、４走の桐生選手は右脚の太ももを肉離れしてしまったのです。それは

大けがで、激しい痛みをともない、歩くのも難しい状態でした。決勝を目前にして前夜のミーティング

で、リレーメンバーは言いました。「桐生くんのお陰でここまで来られた。感謝しているよ。明日は、棄権

しよう。」しかし、桐生選手は「何があってもリレーだけは走ります。これで棄権したら、僕たちのリレー

は完成しない」。その言葉に、仲間も共感しました。桐生選手は痛みをこらえ、テーピングで足をガチガ

チに固めてアンカーの第４走として決勝の舞台に立つことになりました。 

翌日、日本一のかかった決勝のレースでは、桐生選手は全力で走れず、大きく遅れ、チームは結果

として８位（決勝最下位）でした。しかし、チームのメンバーは「悔いはない」「桐生くん今までありがと

う」と語りました。なぜなら、桐生選手がけがをしても最後まで走りきったこと、そして、仲間が誰も桐生

選手を責めず、互いを支え合い、優勝メダルより絆のある８位の賞状を獲得したことが、結果以上の

価値を持っていたからです。この経験は、桐生選手の心に深く刻まれました。勝つことも大切ですが、

それ以上に仲間とともに困難を乗り越えることこそが、本当の意味で人を強くすると感じたからです。

彼は「速さよりも強い選手」を目指し、その後の世界陸上やオリンピックでの活躍につながりました。 

私たちも、日々の学校生活や行事の中で思い通りにいかないこと、困難なことに出会います。その

ような時に大切なことは、自分を信じ、仲間を信じること。苦しさの中にも意味を見出し、支え合うこと

で、私たちの心は確実に強くなっていきます。児童の皆さん一人ひとりの挑戦と絆が、明日への大きな

力につながります。全校道徳で、どのような時も前を向いて歩み続けていく姿から学びを深めました。 

 自分が桐生選手だったら同じ

ように走ってゴールしたと思い

ます。８位の賞状が日本一の

メダルよりも大切なのは、仲間

とのバトンをつないだ絆の賞状

だからだと思いました。 

（６年生 うらら さん） 

桐生選手は全国大会で仲間と

走るのが最後で、自分一人のこ

とであきらめたくなかったからケ

ガをしても、最後まで走ったと思

いました。４人でとった賞状はメ

ダルよりも絆があると思いまし

た。（４年生 美月 さん） 



７ 月・８ 月・９ 月の主な行事予定  

７／ １（火）口座振替日             ９／ １（月）２学期始業式 

３（木）４年福祉学習、Ｓ・Ｃ来校       ２（火）～④校時まで、給食開始、避難訓練 

１０（木）６年演劇の子（米原学び合いステーション）   ３（水）～④校時まで 

１４（月）１５（火）１６（水）１７（木）期末懇談会  １９（金）②1･2･3･なかよし学習参観  

   １７（木）給食最終日                                          ③4･5･6 学習参観 

        １８（金）１学期終業式           ２４（水）運動会の練習開始～ 

８／１２（火）学校閉庁日（～8/15）               

 ２３（土）愛校作業（予備日 8/24）  

             

 

 

  ６月４日（水）３年生がフジテックさんへ社会科の見学に

出かけました。エレベータやエスカレータの仕組みや安

全について学ぶことができました。また、展望デッキは高

さ１５０ｍあり、滋賀県で一番高い建物から見たびわ湖や

米原地区は絶景で、子どもたちは感動していました。                

―児童のお礼の手紙より― 

 ○エレベータやエスカレータの仕組みを教えていただ

き、ありがとうございました。エレベータには意外にも

種類があると思いました。 

 ○フジテックのことを教えていただき、ありがとうございま

した。エレベータやエスカレータのことがわかりました。 

６月９日（月）～１０日（火）に５年生がびわ瑚フローティ

ングスクールに出かけました。伊香具小、富永小、田根

小、びわ北小、米原小の５校が一緒に乗船しました。 

一日目のウォークラリーは、小雨の降る中で実施しまし

たが、どの班も協力できました。船上からの米原の街並

みや島々の景色は絶景でした。    ―児童の感想― 

大津港の湖底が汚れていると思いました。滋賀県は、 

外来種の魚を回収していることをウォークラリーで知りま 

した。また、固有種が減ってきているので水をきれいに 

           していきたいと思いました。（駿斗 さん） 

６月５日（木）～６日（金）２年生が、生活科の学習で

まいばら町探検に出かけました。フレンドマート米原駅

前店さん、エクシブ琵琶湖さん、東横インさんで働いて

おられる方を訪ね、インタビューする中で、自分たちの

生活との関わりを考えました。    

―児童の感想―                                           

○エクシブの中がごうかでビックリしました。次に行っ

た時は、まだ入ったことのない部屋を見たいと思いま

した。（瑠璃 さん） 

５月３０日（金）・６月２日（月）に分かれて４年生が長

浜市のクリスタル・プラザの見学に出かけました。施設

を見学し、携わる人々の仕事からゴミ問題について 

学びを深めました。           ―児童の感想― 

わたしたちもきれいな町をつくっていけるようにした

いです。これからもごみを減らせるように、ごみの分別

をがんばりたいです。（莉桜 さん） 

 

                       

 

 

♪♪ピティナ・ピアノステップ (後援：文部科学省)  

継続表彰 ４年 和 さん おめでとうございます。 


